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F阪大社会言語学研究ノート』第 6 号 (2∞4年 3 月) 104-120 

く丁寧体/普通体〉とく共通語形式/方言形式〉の切換え
一津軽・高知・東京下町方言の対照研究ー

牧野由記子

【キーワード】丁寧休普通低方言形式、非方言形式、スタイル切換え

【要旨】

本稿では、<丁寧体/普通体>の切換え現象における地域差について津軽方言話者、高知

幡多方言話者、東京下町方言話者の談話をとりあげ、比較分析を試みた。<丁寧体/普通

体>とく共通語形式/方言形式>という切換え軸を想定し、その共起関係という観点から

分析した結果、丁寧体と普通体の切換えのあり方が地域によって異なることがわかった。

(a)津軽では初対面の調査者に対するようなフォーマルな場面では丁寧体共通語形式が強

く志向され、丁寧体と方言形式との共起は厳しく避けられる。

(b) 高知幡多ではフォーマルな場面でも丁寧体は方言形式と共起し、共通語形式は津軽ほ

ど重視されず、丁寧度の選択において丁寧体の使用が優先される。

(c) 東京下町では共通語と方言形式という切換え軸がないと考えられ、丁寧体と普通体の

切換えの様相も方言地域と異なる。

1 . はじめに

大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室のスタイル切換えプロジェクト(略して ss

プロジェクト。詳細は 2節に述べる。)において、阿部・坂口 (2002)、高木 (2002)、松丸・

辻 (2002) による津軽、高知幡多、東京下町の調査の結果、津軽、高知幡多では老年層、

若年層ともに、丁寧体(デス・マス)と普通体(ダ・スル)の切換えがスタイル切換えに

大きくかかわっていることが確認された。また、東京下町ではそれら 2地域とかなり様相

を異にしていることがわかった。

一方、丁寧体は共通語形式と共起することが多く、<共通語形式/方言形式>という切

換えもまた、スタイル切換えに関与していると思われる。<丁寧体/普通体>と、<共通

語形式/方言形式>というこつの切換え軸はスタイル切換えにおいて、どのように関係し

ているのだろうか。また、地域によってその切換えのあり方にどのような違いがあるのだ

ろうか。

本稿では津軽、高知暢多、東京下町の談話を対照し、それぞれの地域における丁寧体と

普通体の切換えのあり方とその違いについて、方言形式との共起関係から分析を試みる。

以下、 ~2 で本稿で用いる資料、 ~3 で分析方法について述べ、 ~4 で分析結果を地域ご
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とに示し、 ~5 で地域を比較対照し、その特徴と相違点をまとめる。

2. 資料

本稿では、大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室の SS コーパス ver.1.0 から青森

県津軽方言話者、高知県幡多方言話者、東京下町方言語者のデータを資料として用いる。

SS コーパスとは大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室で 2001 年からスタートし

た SS プロジェクトで集められたコーパスである。 SS プロジェクトは (a) 日本語方言話者

のスタイル切換え、 (b) 日本語中間言語話者のスタイル切換え、の二つを取り上げ、その

実態を記述することを目的としている。方言 SS プロジェクトでは、日本各地に調査地を

定め、 60 代老年層と 20 代若年層をインフォーマントとし、それぞれについてフォーマル

な場面とカジュアルな場面の自然談話を録音した。フォーマルな場面としては初対面の調

査者(若年層)に対する場面、カジュアルな場面としては祖父と孫、あるいは友人同士の

場面を設定した。以下、老年層話者、若年層話者、調査者をそれぞれ「老」、「若」、「調J

と表す。また、場面を表すときは《老ー調》のように(( ))で示し、談話例をあげるとき

は[津軽:老ー調]のように[地域名:談話名]という形式で示す。 SS コーパスには地域

ごとに、フォーマルな談話として《老ー調)) ((春樹》、またカジュアルな談話として《老

一若>> ((老一老))((若一若》がある。 SS プロジェクトではスタイル切換えという観点からさ

まざまな言語項目についてこれら談話閣の比較分析を行っている。

表 1、 2 で津軽データの情報(阿部・坂口 2002: 12 より披粋)を、表 3、 4 で高知幡多デ

ータの情報(高木2∞2:55 より抜粋)を、表 5、 6 で東京下町データの情報(松丸・辻2∞2 : 

33 より抜粋)を示す。

〔表 1 津軽:インフォーマント情報勺

年齢 職業 居住歴
SA* 69 農業 0・:青森県弘前市
SC 66 農業 0-:青森県弘前市
YA 23 教諭 0・:青森県弘前市 18-22 :東京都 22戸:青森県弘前市
、rc 23 会社員 0・:青森県弘前市

YF お 学生 0-18 :兵庫県姫路市 18- :大阪府池田市

事SA は老年層の分析対象者、 SC は老年層の対話者、 YAは若年層の分析対象者、 YC は若年層
の対話者、 YFは調査者(若年層)を表す。

〔表 2 捧軽:談話情報〕

話者 話者閣の関係 収録時間 談話の展開

老一老 SA-SC 夫婦 31 分 SC が主導

老一若 SA-YA 祖父と孫 33 分 YA が質問、 SA が答える

老一調 SA-YF 初対面 39 分 YF が質問、 SA が答える

若一若 YA-YC 同年代 42 分 ほぽ同量の発話
若ー調 YA-YF 初対面 46 分 W が質問、 YA が答える

-105-



<丁寧体/普通体>と<共通語形式/方言形式>の切換え

〔表 3 高知幡多:インフォーマント情報〕

年齢 職業 居住歴

SA 76 農業 0・18 :高知県宿毛市、 18-19 :中国(関東州)、 19・21 :中
国(州) 21-:高知県宿毛市

SC 77 石屋 0-21 :高知県宿毛市、 21・22 :高知県朝倉、 22・:高知県宿

毛市
YA 16 学生 0・2 :東京都目黒区 2-16 :高知県宿毛市 16・:高知県大

洲市
YC 16 学生 0・16 :高知県宿毛市
YF 26 学生 0・15 :京都市左京区 15-23 :東京都江戸川区 23帽:大阪

府池田市

〔表 4 高知幡多:談話情報〕

話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開

老一老 SA-SC 親しい同年代 30 分 SA が多く発話

老ー若 SA ..,- YA 祖父と孫 33 分 YA が質問、 SA が答える
老ー調 SA-YF 初対面 30 分 YF が質問、 SA が答える

若一若 YA-YC 同年代 35 分 YC が多く発話
若一調 YA-YF 初対面 30 分 W が質問、 YA が答える

〔表 5 東京下町:インフォーマント情報〕

年齢職業 居住歴

SA 70 元寿司職人・乾物屋 0・60: 東京都中央区 ω 千葉県柏市

SC 85 元呉服屋・現ビルオ 0・:東京都中央区(兵役が 5 年あるが、地域は不明
ーナ-

YA 21 寿司職人 0-:東京都中央区

YC 21 学生 0・1 :福島県福島市 1・:東京都中央区
YF 28 学生 0-15 :京都市左京区 15-2-: :東京都江戸川区 23・:

大阪府池田市

〔表 6 東京下町:談話情報〕

話者 話者閣の関係 収録時間 談話の展開

老一老 SA-SC 親しい同年代 32 分 SC が多く発話

老一若 SA-YA 祖父と孫 30 分 YA が質問、 SA が答える

老一調 SA-YF 初対面 28 分 YF が質問、 SA が答える

若一若 YA-YC 親しい同年代 38 分 同程度の発話量

若一調 YA-YF 初対面 28 分 YF が質問、 YA が答える

以下、例えば津軽方言話者について言及する場合は津軽SA.津軽YAのように表記する。

3. 分析方法

3. 1.分析項目

阿部・坂口 (2002)、高木 (2002)、松丸・辻 (2002) によると、丁寧体の出現状況は以下
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の通りである 0

・タイプA: 丁寧体は出現しない=普通体ベースの談話。

[津軽:老一老] [津軽:老ー若] [津軽:若ー若]

[高知幡多:老一老] [高知幡多:老ー若] [高知幡多:若一若]

・タイプN: 丁寧体は出現しない=普通体ベースの談話。ただし、「デショ(一 )J に限つ

て丁寧体が使われる。

[東京下町:老一若] [東京下町:若ー若]

.タイプ B: 普通体と丁寧体が混ざる談話。

[津軽:老一調] [高知幡多:老ー調] [東京下町:老ー調] [東京下町:老一老]

.タイプ C: 丁寧体ベースの談話=普通体はほとんど出現しない。

[津軽:若一調] [高知幡多:若一調] [東京下町:若一調]

以上から、タイプA とタイプC の談話では、対話の相手によって丁寧体か普通体のどち

らか一方が選択されているのに対し、タイプ B の談話では双方が使われ、談話内で切換え

られていることがわかる。

また、以下の特徴が指摘されており、タイプB の談話における丁寧体と普通体の切換え

の様相には地域差があり、そこには<共通語形式/方言形式>の切換えが関係している、

と考えられる。

. [津軽:老一調]では、「丁寧体が使用されている発話では他の項目も共通語形式に切換

えられている。J (阿部・坂口 2002 より抜粋)

. [高知幡多:老一調]では、 rSA のスタイル切換えは方言体系内でのスタイル切換えと

見ることができる。J (高木 2002 より抜粋)

・東京下町では[東京下町:老一調]ではなく、[東京下町:老一老]で丁寧体の使用率が

高くなり、「切換えには初対面など親疎の要素はあまり関与せず、むしろ相手の年齢ない

し社会的地位などの要素が関与していると思われる。J (松丸・辻 2002 より抜粋)

これらのことから、本稿では、同一談話内で丁寧体と普通体の切換えのみられるタイプ

B、すなわち[津軽:老一調] [高知幡多:老一調] [東京下町:老一調]の 3談話を取り

上げ、何をもって丁寧体と普通体の切換えをおこなっているのか、その切換えにく共通語

形式/方言形式>の切換えがどう関係しているのか、そこにどのような地域差があるのか、

について分析を試みる。

分析は丁寧体と普通体の選択が行われる節末に注目する。分析項目として、以下の 2点

をとりあげる。

①節末におけるデス・マスの出現状況から見た丁寧体と普通体の切換え

②その切換えにおける方言形式の共起関係

①については 3.2.で、②については 3.3.で具体的に説明する。
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3.2. 丁寧体と普通体の切換え

丁寧体と普通体を形式の上から以下のように定義して分類し、出現数をカウントする。

〔丁寧体:デス・マス形式〕主節末および従属節末でデスマスが使われているもの。

〔普通体:非デス・マス形式〕デスマスが使われうる位置で、使われていないもの。

カウントの基準は以下のとおりである。

-普通体は以下の基準でカウントした。

名調(名語終了、コピユラがついたものを含む)、動謂、形容詞、および動詞形・形容認

形活用をする助動詞、ノダ文。いずれも過去払否定形を含む。

・従属節末の普通体に関しては南 (1993) により、丁寧体と共起できる B 類、 C類の接続

助詞に前接する節末の普通体をカウントした。ただし、本調査で丁寧体との共起例があ

る接続助調に限る。それ以外のものは当該談話の丁寧度のレベルでは切換えの対象にな

っていないものと考えられるため、除く。

・終助詞がついた形式を含む。ただし、終助調のうち、聞き手目当て性のないカナや一部

のナは、丁寧体が共起することがなく、切換えの対象にならないため、カウントから省

く。

.引用節内の語は除く。

3.3. 共通語と方言の切換え

丁寧体と普通体の切換えが起こる節末に註自し、節末に出現する方言形と共通語形の別

を形式の上から次のように定義して分類し、出現数をカウントする。アクセントは考察か

ら除外する。

〔方言形式〕形式的に方言形と認定できるものをいう。具体的には以下のものをさす。

・方言形終助詞(丁寧体に後接する推量形式を含む)

・方言形接続助詞

・その他:方言形の文末表現(断定辞、否定辞)

〔非方言形式〕形式からは方言形と認定できないものをいう。これには

い)話し手が積極的に共通語と認定するもの(共通語形式)

(b) 方言形式とも共通語形式ともいえないニュートラルなもの (中立形式)

の二つが含まれる。 (a) は共通語終助詞や共通語接続助請がつくもので、以下ではこ

れを「共通語形式」と呼ぶことにする。また、 (b) には終助詞や接続助詞などが何も

付かないニュートラルな形式が含まn.このような形式は方言閣の対照を行うために

「 φ」として扱う。よって、方言形式一 φー共通語形式の 3 項対立とする。

以上のとおり、本稿では<丁寧体/部重体>と<共通語形式/方言形式>の切換え軸を

想定し、以下、この切換え軸を表すときは<丁寧体/普通体>のように< >で表すこと

とする。これらの共起関係は、<丁寧体+共通語形式><丁寧体+方言形式><普通体+
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共通語形式><普通体+方言形式>の 4通りの組み合わせが考えられる。この形式の使い

分けに注目して分析を試みる。

4. 分析結果

本節では津軽、高知幡多、東京下町それぞれの地点ごとに特徴を見ていく。以下、 4. 1.

で津軽、 4.2.で高知幡多、 4.3.で東京下町を扱う。

4.1. 津軽

津軽における丁寧体の出現状況、および方言形式との共起関係を見たものが表 7である。

〔表 7 津軽:丁寧体の出現状況〕

丁寧体

非方言形式ーT一方言形式
~! M9% I o! 0 %

一
aaT-

式
一
弘
一

ヌ
λ
y一
回

号
一
-
E
a
-
-

一

方
一6
一

一
%
一

-
マ
ー
一;
 

-
a
斗
一

目
ζ
J
一i
 

z
J
一

今
3
一

上の表から以下のことがわかる。

(1) 丁寧体が使われているが、全体としては普通体の方が数は多い。

(2) 丁寧体では方言形式は一切、使われていない。

(3) 普通体では非方言形式の使用が多く、方言形式の使用は少ない。

方言形式と丁寧体・普通体の共起を詳しく見るため、節末形式に注目して出現状況をみ

たものが表 8 である。

〔表 8 津軽:<丁寧体/普通体>と<共通語形式/方言形式>の共起関係〕
丁寧体 普通体

共起形式 共通語形式 φ 方言形式 共通語形式 6 φ 方言形式
終鵬可 。 23 。 3 ー_}~(~~)て 4 

ーーーーーーーーーー・ーーー -ーー__唾ーーー・ーー ーーー・・ーーーーー・.

ネ、ダネ、カ ダベナ、ダイナ、
ダデヤ、ダピヨン

接続助詞 。 。 。 。

計勺 。 23 。 3 L___1里 4 
事1 カッコ内の数字は名調終了を表す.

*2 その他としての方言形文末形式は、煩雑になるため表 8 から除外した。出現例は普通体において否
定辞のネが 2例。

上の表からわかることは以下のとおりである。談話例も参考にして考察する。

(1) 丁寧体は言い切りの文だけである。終助詞がついた形式はひとつもない。また、従属

節中の丁寧体の使用も一例もない。丁寧体が使われているのは、以下のように調査者

の質問に対して短〈簡潔に答えるようなときである。

(1) 

009YF:え一。十月ぐらいにもうできるんですか?'
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→01凶A:んーと。林檎さ、林檎の作業にカゆるからー (YF:は一一)大体あのばらばら主主(YF:え

え)あの作業は。(老ー調〕

「林檎さJ を「林檎の作業に」といいかえており、共通語で話そうという意図がうかがえ

る。阿部・坂口(2002)では、丁寧体が使用されている発話では他の要素もすべて共通語

形に切換えられる、と指摘されており、<共通語>の<丁寧体〉が《対調》談話の規

範として意識されている、と考えられる。

(2) 普通体でもいちばん多いのは終助詞がつかない言い切りの文である。名調終了も多い

(32 例中 18 例)。

(3) 普通体では rネJrダネ」など共通語終助調が使われることがある。説明などの際に、

短く使われている。

〔幻

019YF:あ一一。沢山ですねー。この辺り林檎の品種は何になるんですか?

.問。SA:品種は一番多いのはフジフジ主担。

021YF:フジ、はーフジ以外にも。

位2SA:フジとか、ムツとか、 (YF:は~)世界ーとか、品種はだいぶあります。

但3YF:あ、そうですか。一番多いのがフジ。

.但4SA:フ己主主。

(4)普通体では方言形終助詞や方言形文末形式も使われている。それらが使われているのは、

話が盛り上がり、調査者と会話のやり取りが弾んできた場面である。

白〕

→1240:[笑]七十歳もなるもので。 (YI:えー)忘れだごとぽっかりだでやn

12町I:j罵とか牛とか使ったり、

1260:ん?あ、罵でやったな。

112吋F:あー。じゃここにも馬がL、たんですヵ、

128SA:馬があった。

29YF:へ一、たくさんいたんですか?

→13OSA:馬、えーと私やってら時一頭だけど、やる前は二頭立2主2エ。

131YF:はー、どんな j馬でした?

→132SA:ん一気性が荒い (YF:笑い) j馬だったな一。 (YF:えー)扱う人にもよるんだぴょん。

133YF:あ一一。じゃこの家にも馬小屋とかがあったんですか。

→134SA:l ん一。前、そ、そごのうぢさあったがら。何F:あー)このうぢ建ででがら二十何年

なるんでねが。

(3) の談話例ではほかの談話に比べ、方言終助詞や方言形文末形式が多く使われてい

る。いきいきとした表現をしたいときは普通体が選択される、ということだろう。

(5) 本データでは全般的に終助詞の使用が少ない。その一方で、聞き手目当て性がないた
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めカウントから外した終助調「カナJfナ」は多用されている。これらは、主に内省的、

独り言的な用法で用いられていることが多い。

(4) 

003YF:どんなものをつくっているんですか?

∞4SA:林檎と米。

∞πF:は一。この辺りですと、田植えとかはいつ頃になるんですか・

→∞6SA: 田植えは早い人で5 月の末頃主主。 5 月の 20 日ごろ益金。 (YF:はー)早い人で。

(YF:えー)遅い人で 5 月の末頃なるなー。

(5) 

→120SA:トラックなかった頃はリヤカーとか。 (YF:あー)いろんななんてゆーの主主ものを量

2主主。

121YF:へーたとえば。

→122SA:リヤカーとか、忘れだな。

「カナ」のこのような使用はこの《対調》談話では 13 例使わ才1へさらに聞き手目当

て性のない「ナ」も 13 例使われている。参考までに、同じ SA の《対老)) ((対若》談

話における「カナJ fナ」の使用状況を見てみると、「ガナ」に関しては、《対老》談話

で 5 例、《対若》談話で 4 例しか使われていない。こうしたことから、独り言的な用法

を取ることで、丁寧体が必要な発話を回避し、聞き手目当てのある発話としては方言

を使わないようにしよう、という意図の表れである可能性がある。ただ、津軽におけ

る談話スタイルという可能性もあり、検討が必要である。

以上のことから、次のように解釈できる。

(a) 津軽では、丁寧体は共通語形式と認識され、フォーマル度の高い共通語形式であ

る丁寧体が《対調》場面の基本コードとして、かなり厳密に選択されている、と考

えられる。<丁寧体>を<方言形式>と一緒に使わないという原則は、その使用例

が一例もないところから、かなり厳重なルールのようである。

(b) 丁寧体では、方言形終助調だけでなく、普通体では使われている共通語形終助認でさ

え一例も使われていない。この理由として①デスマスにモニターがいき、終助調まで

注意が回らない②デスマスに終助調をつけることに違和感がある、などが考えられる。

(c) 普通体で聞き手目当て性のある終助詞の使用が非常に少なく、一方、聞き手目当て性

のない終助詞は多用されていることから、聞き手目当て性のある文脈での方言使用を

避けることで f((対調》場面では方言使用を行わなl)J というルールをできる限り実行

しようとしている可能性がある。

4.2. 高知幡多

高知幡多における丁寧体の出現状況、および方言形式との共起関係を見たものが表 9 で
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ある。

〔表 9 高知幡多:丁寧体の出現状況〕

丁寧体 l 普通体
非方言形式 | 方言形式 |非方言形式 |方言形式

67 : 27.2% I 24: 9.8 % I 1∞: 40.7% I 55: 22.3% 

上の表からわかることは次のとおりである。

(1) 丁寧体がよくつかわれているが、数は普通体の方が多い。

(2) 丁寧体でも方言形式が使われている。

(3) 普通体がよく使われているが、方言形式より非方言形式の方が多い。

丁寧体・普通体と方言形式との共起関係を詳しく見るため、節末形式に注目しで出現状況

をみる。

〔表 10 高知幡多:<丁寧体/普通体>と<共通語形式ノ方言形式>の共起関係〕
| 丁寧体 | 普通体

共起形式|共通語形式| φ |方言形式| 共通語形式 | φ 十 方言形式

終助調 |一一一一一任L_ _______~l____c__._ J~_L__一一一一立l一組制，~l_J一一一一一一--]-~_I
ヨ、ネ、 I I ワネ(乃 |ネ例 I I ゼ(4)
ヨネ、 I I ロ寸勾引 l カ(2) ... I . I ワネ(4)

カ、カネ、 I I 1:カネ(2) I I 日「例
接続助詞 I 16 I ー I 7 I 21 I -I 21 

豆沼二二l二:二二伝説二T:h-'受話------1二二二!万語二二---二]
ガ(8) I I ケンド(4) 1:ガr'] (8)、 I I ケンド(12)
ケドο) I I I ケレド(3)

I ケド(3)

計吋 I 61 I 6 I 19 I 34 I “ I 37 
牢1 かっこ内の数字は名調終了の数。
申2 順接のカラ'.内2例は方言形に後援する。(ジヤカラ、オルカラ、イカンカラ、シチヨルカラ)
*3 逆援のガ:内 7例は方言形に後援する。(ジヤヅタガ、オルガ、ショウガ、ワカランガ)
事4 その他の方言形文末形式は、煩雑になるため表 10 から除外した。出現例は丁寧体では否定辞のンデ

ショ 3例、イカンデショ 1 伊ムノダ文のガデス 1 例、普通体では、否定辞のン 7例、イカン 2 例、ノ
ダ文のガ、ガヤ、ガヨ、 ガジャが各 1 伊j、ほか断定辞のジャが 5 例である。

上の表から次のことが考えられる。談話例も参考にして考察する。

(1) 津軽と違って、丁寧体にも終助詞がつく。共通語形終助調だけでなく、方言形終助調

も使われ、終助調が多用されている。言い切りの文は少なく、以下のように強く断定

するようなときに限られる。

(6) 

076SA:言葉ですか、 (YI: はい)言葉はーですねえ(YI: はい) (中路)

わたくしの、考え方一そうゅう考え方です。 (YI:そ一、はい。)はい。

(2) 丁寧体は従属節内でも使われ、共通語形接続助詞とも方言形接続助調とも共起する。

また、丁寧体は共通語形否定辞とも方言形否定辞とも共起する。(表 10 注 4 参照)
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(7) 

→072SA:うんどってこ一、しもへしもへと}、 (YI:はい)まむこ[向こう]しもですーからねー。 (YI:

はい)でここ来たらこっちじもですけんど。 (YI:ふん)宿毛では向こうん」主主主立主、

(YI:ふんふんふん)それでー、んまそうゅう、{しーと息を吸う}様相であの周辺へま

住宅がーあちこちんできたと。

(3) 普通体では名調終了が特に多い。

(8) 

0位SA:(中略)またほんであれはあのー、若干あれひろうに[広く]なっちゅうろかな(YI: は

一)ひ多少ひろなっ、たろうと思うけんど、 (YI:はい)ま当時は立派T必重量。 (YI: は

一)当時のことじゃけんあよん}ん? 四メートルで二r.uo (百:ぶル)五メート/レでざっと

孟盟主。 (YI:ふんー)二盟。{シーと息を吸って}ちゅ}しゃく[?]そうですねえ五メートル

ぐらいあったろうか。 (YI:ふーん)軍用道路でねあれ、

(4) 普通体と丁寧体がひとつのターン内で入り乱れて使用される傾向がある。

(9) 

ー.... ・

096SA:わたしたりーや〔私達が〕ゆい、あの言うとですよ? (YF: はい)おかしい.(YF:ふん)んーそん

で{しーとJ患を吸って}そうゅうことでー (YF:うん)ん一。言葉が変わる人がかわずー

っと変わってーまあ結果、どうなろうけんど、{しーと患を吸って}そんなことじゃなかろうか

ねえ~ゆて}ま、 {YF:はあ}ほんな気持ちもっておる主立主主主主。 (YF:なるほど〉んー

むずかしいねえ。

097YF:じゃ、 SAさんが昔ん時は、その」一親とか、先生とか、先輩に対しで一俺とゆわずに一

(SA:言いませんよ)どんな言い方一、してー

098SA:まここらでは親にだいたいわしじゃとわ、こらわし皇主金主主。何F:ははー)わ

しとゅうもことをどど主主主?

(中略)

1悩SA:(前略)下のもんには目下のもんに自分よりかひたのものにはおら。 (YF:おら。はー)今の

人は俺じゃ、言わね。 (YF:出村今の奴は上も下も盤註立主。 (YF:俺σ はい)んで、

兄から姉さん、親に対してはわし。 (YF:ふん)うん、こゅう、ことです**ね。 (YF: は→)今、そ

の区別んいんつね? (YF:ないです)ない。ひたも上も俺。 (YF: はい)あ 皇霊主主企主

主o (YF:{笑い})だ残念なそれば立派でないがよ。 〔老一調〕

104SA において、「立派なもんです」と「立派でないがよ」が続いて使われているが、

前者の丁寧体が相手を意識した説明表現であるのに対し、後者の普通体は自分の感想

であることを強調した表現であると考えられる。

次の (10) でも、説明的な発言では普通体が使われ、相手の同意を求めるなど聞き

手目当てが生じた時点で丁寧体に切り換えられている。
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(10) 

118SA:一般社会の人ーんあれおせた〔教えた〕知らんけど、 (YF:うん)とにかく子供は、あのー

うちにも、{笑い}子供らにも、言いますがもう自分のことは済んだようあのーわたしは

重ど主主主?あの、{舌をうつ}とにかく子供を育てるにはゅうことは開くもんじゃないと。

119YF:ふん。

. 12OSA:でもすることは盟三主主。

121YF: うん。

→122SA:だから、子は毅の背中を見て太ると虫2。

123YF:ふ}んなるほど。

→124SAゅうことは盟主些p

125YF:I'まb 、。

→126SA:聞きませんぜ?

12河F:はん、。

→128SA:がすることは童三。

129YF:ふん。

→130SA:だから毅の背中を見て宣2空士。

これらのことから、回答や質問、同意の要求など聞き手を意識した表現には丁寧体

が使われ、自分の判断や感情の表出には普通体が使われる傾向があるように思われる。

一方、方言終助詞は双方で使われており、聞き手目当て性に関わるものとしては丁

寧体と普通体の切換えが優先されていると考えられる。

(6) 推量表現について、松丸・辻 (2001) によると、共通語では丁寧体デショーに対応す

る普通体「ダローJ が→般には使いにくいことから、東京下町では他の言語形式が普

通体で話されるような状況でも丁寧体のデショーが使わ才L、推量表現に関しては丁寧

体と普通体の切換えが起こりにくいという。しかし、高知では推量の方言形式「ロー」

があるため、推量表現でも丁寧体と普通体の切換えが行われている。すなわち、共通

語/方言形の切換えとして「デショー/デスロー」があり、丁寧体/普通体の切換え

として「デスロー/ロー」がある。これらの切換えのあり方をみてみる。

(11) 

216SA:ま、おおきにとゅうことはもう、よそでは通らんけんどここではとおる京都でも通りま

すわねえ(YF:京都でも通ります)おおきにとゅうこと、 (YF:はい)おそらく、東京辺りでもお

• おきにとゅう言葉連盟主主詮あれ今、今は主主btJ'主主あれ。

217YF:今はたぶん。

→218SA:み、みなさんーしっておりますろねえ。

知ってはいますけどもあまり使わない

→22阻止ふとう普通はつかわんでしょう?
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221YF:普通では使いません。

→222SA:おきゃ*あのー友達、来た(YF:うん)あるいはてみやげん持ってきた帰る何F:おおき

に)おおきに、 (YF: ゆわ)ゆわんでしょ?

[12J 

298SA:大阪まあ兄弟おりますがね、 (YF: は、そうですか)うん。 (YF:ふん)でもねえσF:ふん)や

• はりあのここの兄弟が大阪主盃-C:L-J:"'?σF:はい)ほなも、大阪で生活するには、大阪

弁でま生活しよらーね? (YF: はし、)もー何十年もおるから。 (YF: はし、)でもこっちから

• ね、きょだい〔兄弟〕笠主主主歪? (YF: はい)

(11) でみられるように、丁寧体は聞き手目当てのある確認要求表現で用いられて

おり、普通体は聞き手目当てのない自問的な発話で用いられている。

一方、 (11) (12) とも方言形式と共通語形式が使われているが、その使い分けに関し

てははっきりしない。疑問文の「デショーカJより「マスローカ」が好まれ、否定文で

は「マセンロ」より「ンデショー」が好まれるのかもしれない。

(7) 共通語と方言形の切換えについて、異なった方言を話すソトの人に対し、共通語で話

そうと言う意識がある。談話の中で SA はその意識を語っている。

[13J 

076SA:(中略)まあ我々が話すにはやっぱしあの、昔から子どもんとっからここでおるふと

[人]と話すの(ですよ)ねえ (YF:はいはい)別にその、(中路)私の考え方は、あ友達同

士で話すに、{舌を打つ}ここの人聞が一、 (YF:はい)ここの人とここで話すに、ここの言葉

でよかろうがと。(中略)まあそれはーかんじとひてはやはり、時代の流れんで、(中略)

やはり、ここの言葉一、あ、でも、だし、じであるけれど。おーできればよくよ[欲を]ゆ、ゅうと、

その、アメリカ入とも、中国人とも話しのできるぐらし、な一、こと 考えるとやはり それなり

の、その知恵があっどすれば 勉強をひて 白分のもんにしてしてと。ゅうことがー現

在の、お一人の考えじゃなかろうかと。

以上のことから次のような解釈が考えられる。

(a) 高知幡多では，切換えのバリエーションとして<丁寧体+非方言形式> <丁寧体+

方言形式><普通体+非方言形式><普通体十方言形式>の 4 パターンが使用されて

おり、丁寧体が必ずしも共通語と結びついているわけではない。丁寧体のデスマスが

方言として歴史的に使用されてきた、という点が関係していると思われる。

(b) 聞き手目当てのある発話かどうかによって切換えるのは、すなわちフォーマル度に関

係しているのは、主として丁寧体と普通体の切換えであると考えられる。

(c) ソトの人である調査者に共通語を使おうという意識はあるが、津軽ほど厳密ではない。
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4.3.東京下町

東京下町における丁寧体の出現状況、および方言形式との共起関係を見たものが表 11

である。

〔表 11 東京下町:丁寧体の出現状況〕

丁寧体

非方言形式 I芳言形式
3: 1.5% I 0: 

式形-
方

体
打

通
一

雄
日
一
'

一
式

一
形

一
方

一
レ
位
・

τ
ヰ
プ

203: 98.5% 0: 

(1) 東京下町ではほかの地域と違い、《対調》場面でほとんど丁寧体が使われておらず、

圧倒的に普通体が使われている。非常に特徴的な状況といえる。

(2) 形式的に方言形と認定できるものは使われていない。

〔表 12 東京下町:<丁寧体/普通体>と<共通語形式/方言形式>の共起関係〕

| 丁寧体 | 普通体
共起形式 |共通語形式| φ |方言形式| 共通語形式 | φ i 方言形式
終助詞 |一一一一一一旦L_ __ _ ____l-'-_ __ ____ー一旦j一一一一_____}Q_L______~円~~r~_l________一一 o

ヨ、ネ、ヨネ

カ、カヨ

接続助詞 47 
カラ(21)、ンデ|

__H今一一一--_ _1____ -----------_J 
ケド(20)、ケレ
ド(1)

竺とE圭_ill_
117 3 。 40 。計吃 I 0 

事1 カッコ内の数字は名詞終了

*2 その他の文末形式として、ノが 46 例。

上の表から以下のことが考えられる。談話例も参考にして考察する。

(1)丁寧体の使用例は非常に少なく、以下の 3 例だけである。

(14) 

凹2SA:変わったの昭和 45 年。 (YF:は一一)昭和 45 年三主ど士。(後絡)

(15) 

097YF:ランチ

仰8SA:食堂みたいな[も]の、 (YF: はい)と、そかあ《それから》寿司屋の、ん ランチでもって、寿

の、ん要するにシャリがね? (中略)だから 1 ，2 階つかってたの。 (YF:f刻、)私が

• やってる頃は。そーゆ一ことです。

(16) 

186SA:かいこ歯の，歯の薬屋でかし、こーさんってゆービルがあったんだけどー (YF: はし、)そ

れぐらい、ビルがあったのはね? (YF: ほー) (中略)でも今ほど高くはできないな?
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• (YF: はL 、)まだね ?(YF:はし、)そんなとこです。

(15) (16)では調査者の質問に対する長い説明の最後にデスが使われており、「説明をこ

れで終わるJ と言う意思、表示と考えられる。丁寧度をあげることで談話の流れを変え

るいわば「フレームマーカー」の機能を持ったものと考えられる。

(2) rノ」で終わる文が 46 例あり、非常に多用されている。

(17) 

006YF:何歳ぐらいで寿司の す、道にはいったんですか。

→006SA:{笑い}恥ずかし恥ずかしながら (YF:えー)私寿司ぁ墨主主1， ¥(/)0 (YF:あ そうなん

ですか)

(中略)

→010SA:{笑い}そそれがって のは、あーあたしがね?中学 4 年のときに一、何F: はし、)父親が

互主主旦。 (YF:はい)18 歳で。

011YF:はい。でーそのまま、

• 012SA: (前略)ま、ま、寿司屋、寿司屋だけじゃねんだ。そん時に寿司屋と乾物屋と食料品やと、

(YF:あーあ あー)両方宝2エ主旦。 (YF: はい)で，それを 、んやって、 (YF: はい)ほて

《それで》みλノなでもって生活をしてたの。

これはノダ文のダを省略した形で、対人的ムードの「ノダJ (野田 1997) にあたる用法

と考えられる。普通体であることもあって、年下の人を相手に解説するようなニュアンス

が伝わってくる。このことからも、初対面である調査者に対する発話として、フォーマル

な対応とは言いがたい。調査者に対し、津軽や高知幡多とは違う意識で接していると思わ

れる。

参考のため、東京下町 SA の《対老》場面を見てみると次のとおりである。

〔表 13 東京下町〕

了寧体 普通体 丁寧体 体通
鮎

1
SA• SC 

68 

*いずれも文末の数字。

27 140 86 

上の表から次のことがわかる。

(1) ((対調》で了寧体を使っていなかった SA が《老ー老》の談話においては丁寧体を多

用している。 SC は SA より 15 歳年長であるが、 SA.SC 双方が丁寧体を基調として会

話しているところから、年齢差によるものではないと思われる。 SA と SC は旧知の間

柄とはいえ、同じ地域の商店主同士であり、親族や親しい友人とは違い、いわば仕事

上の付き合いである。社会人のコミュニケーションにおける常態表現として、双方が

丁寧体を使用していると考えられる。
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(2) 丁寧体と普通体が両方、使われているが、普通体は主に個人的な感想や回想をのベる

ときにつかわれている。野田 (1998) 鈴木 (1997) で指摘されているように、会話が

余り堅苦しくなりすぎないよう、自分に関することや感想を述べるようなことには普

通体、棺手に働きかけるような発話には丁寧俳人というような使い分けをしつつ、丁

寧体と普通体双方を使用しているものと考えられる。

(18) 

314SC:え一月島地域ぁ増えたんです。 (SA:へ一一)後の地域は僅かですねー、で今度月

島これからもっと増えます。 (SA:うんー)え一、人口が。全然この、今の新富町この辺ご

ーのぶってんだけど新宮町、入船湊、****、このー町はあんまり、これからねー、中途

半端で駄目な町に、 (SA:ねー)ま一人口ん増えんのは月島地域ねー

• 315SA: {間}だって今一、んとあどどこですかつて新宮町つつってもわかりませんもんね?

(SC:ん)八丁堀の方が主主塁。

316SC:八丁堀わかる。

これらのことから、次のような解釈が考えられる。

(a) 東京下町では《対調》場面で丁寧体への切換えが見られないところから、津軽や高知

幡多とは異なり、調査者に対し「違う方言を使う疎(ソト)の人」、という認識を持っ

ていない、と考えられる。そのため、孫と同じ位の年齢の調査者に対して年齢による

上下関係という認識が先行し、談話の大半が普通体で行われたものと考えられる。東

京下町 SA のように初対面の《対調〉場面で普通体を使うのが東京下町の典型的なケ

ースとは必ずしもいえないと思われるが、このような例が見られること自体が他地域

との認識の遣い、東京下町特有の認識が現れたものと考えられる。すなわち、フォー

マルな場面における共通語と方言という切換え軸が東京下町にはない、と考えられる。

東京下町でも特有のカジュアルな表現はみられるが、こうした点からそれを方言とし

て他地域の方言と同等に考えるべきではないと思われる。

(b) 東京下町では社会人同士などのフォーマルな会話では丁寧体が使われ、フォーマリテ

ィーは丁寧体と普通体の切換えで表されていると考えられる。ただ、「フォーマル」の

捉え方が異なっている可能性がある。

5.地域聞の比較

津軽方言話者、高知方言話者、東京下町話者の丁寧体と普通体の切換え、および方言形

式との共起関係についてみてきたが、その結果を地域別にまとめて図示すると表 14"'16

のようになる。

上段は丁寧体における方言形式との共起関係、下段は普通体における方言形式との共起

関係を表す。組み合わせとして 4パターンが可能だが、実際には以下のとおり、地域によ

って現れ方が異なっている。津軽においては丁寧体が共通語形式と固く結びついており、
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方言形式と共起する丁寧体は存在しない。一方、高知幡多ではすべての形式が存在する。

また、東京下町では方言形式との切換えがないb

〔表 14 :津軽〕

丁寧体+非方言形式

普通体+非方言形式

〔表 15 :高知幡多〕

丁寧体+非方言形式

普通体+非方言形式

〔表 16 :東京下町〕

丁寧体+非方言形式

普通体+非方言形式

丁寧体+方言形式

普通体+方言形式

これらの地域的特徴について、以下のような解釈が考えられる。

(a) 津軽において、丁寧体は共通語形式と不可分に結びつき、<丁寧体+共通語形式>が

ソトの人に対して、強く志向されている。すなわち津軽では丁寧体は共通語と認識さ

れ、ソトの人に対しては丁寧な共通語を話すべきだという強い志向があるものと思わ

れる。いわば共通語性重視といえる。

しかし、常に共通語の丁寧体に切換えることができないところから、<普通体+共

通語形式>も用いられ、また、時には<普通体+方言形式>が用いられる場合もある

が、極力、聞き手目当てのある文脈ではそれを避けようとしているように思われる。

特に共通語の丁寧体と方言形の共起は厳しく、避けられている。

. (b) 高知幡多では、 4 パターンがすべて用いられ、丁寧体が必ずしも共通語とは認識され

ていないことを示している。また、ソトの人に対して、津軽ほど<丁寧体+共通語形

式>が強く志向されていないように思われる。聞き手目当て性による切換えが主に丁

場体と普通体の切換えで行われ、そのどちらにおいても方言終助詞が使われているこ

とから、高知幡多ではフォーマルな状況ではまず、丁寧体が志向され、共通語形式と

方言形式の切換えは二次的である。いわば丁寧体重視と考えられる。

(c) 東京下町では他の 2地域と様相が大きく異なる。《対調》場面で丁寧体への切換えが

見られないところから、方言地域の人が強く認識している、他方言の人に対するウチ・

ソトという捉え方が存在せず、共通語形式と方言形式という切換え軸がない、と考え

られる。また、フォーマルな場面における切換えは丁寧体と普通体の切換えで行って
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いるが、フォーマルな場面という捉え方も他地域とは違う可能性がある。

(d) 以上のことから、丁寧体と普通体の切換えのあり方は地域によって異なり、フォーマ

リティについて、<丁寧体/普通体>と<共通語形式/方言形式>のいずれを優先す

るかという優先順位も異なる可能性がある。

6. まとめと今後の課題

<丁寧体/普通体>と<共通語形式/方言形式>の関係について、地域によって切換え

の様相に遣いがあること、優先順位や志向性が異なる可能性があること、また‘それによ

ってフォーマルというドメインの捉えかたやその対応にもそれぞれ違いがあると思われる

こと、などがわかった。これらのことはまだ、問題提起の段階であり、今後はさらにきめ

細かく検証していく必要がある。また、ほかの地域はどうか、など地域を広げて見ていく

必要がある。
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